
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改
憲
政
治
に
終
止
符 

多
数
の
参
加
で 

日 時 5月 3日（金・祝日） 

集 合 12 時 30 分～ 

場 所 東京・有明防災公園（東京臨海広域防 

災公園・東京都江東区有明 3-8-35） 

※りんかい線「国際展示場駅」より徒歩 4分。 

ゆりかもめ「有明駅」より徒歩 2分 

※ステージ向かって左後方にご参集ください。 

（昨年の集会から） 

 

第
九
条
① 

日
本
国
民
は
、
正
義 

と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平 

和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の 

発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ 

る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、 

国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と 

し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄 

す
る
。 

② 

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、 

 

陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、 

こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国
の
交 

戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。 

 

第
二
章 

戦
争
の
放
棄 

  
 

廃
止
へ
闘
い
は
続
く 

 

イ 

意
の
ま
ま
に 

 
 

民
意
無
視
す
る 

暴
走

車 

  

民
夫 

特
定
秘
密
保
護
法

が
強
行
採
決
さ
れ
た
後
も
、

批
判
的
新
聞
社
説
は
12
月
中

だ
け
で
も
１
３
０
を
超
え

た
。
秘
密
法
が
施
行
さ
れ
る

今
年
12
月
頃
ま
で
に
廃
止
を

求
め
闘
い
は
続
く
。
１
月
の

国
会
包
囲
の
人
間
の
鎖
も
盛

り
上
が
っ
た
。
国
会
審
議
や

廃
止
の
動
き
は
ど
う
な
の
。 

 

九
太 

野
党
が
秘
密
法
の

集
中 

  

審
議
で
指
定
解
除
の
手
続
き

を
質
し
た
が
、
政
府
は
自
由

に
「
（
都
合
の
悪
い
）
秘
密

は
捨
て
ら
れ
る
」
と
答
弁
し

て
い
た
。
秘
密
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
第
三
者
機
関
で
も
「
政

府
内
機
関
だ
け
で
は
問
題

だ
」
の
質
問
に
、
首
相
は

「
私
は
政
府
代
表
で
あ
り
国

民
の
代
表
だ
」
と
し
ら
き
な

お
る
傲
慢
さ
だ
。
国
会
調
査

権
の
確
保
、
公
益
の
通
報
者

保
護
、
過
失
へ
の
厳
罰
な
ど

問
題
点
を
追
求
、
憲
法
違
反

の
悪
法
は
廃
止
す
る
し
か
な

い
よ
。 

 

守
男 

秘
密
に
踏
み
込
ま

な
い
で
運
用
基
準
を
つ
く
る

情
報
保
全
諮
問
会
議
が
開
か

れ
た
。
議
事
録
は
未
公
開
、

発
言
者
も
未
公
開
で
要
旨
だ

け
、
形
を
整
え
る
見
せ
か
け

に
過
ぎ
な
い
。
夏
に
基
準
案

が
出
さ
れ
、
秋
に
は
閣
議
決

定
、
１
２
月
施
行
を
目
論
ん

で
い
る
。
引
き
続
き
廃
止
に

向
け
た
粘
り
強
い
取
り
組
み

が
大
事
だ
。 

●
名
護
市
長
当
選
と
波
紋 

 
 

県
民
こ
そ
主
人
公
貫
く 

ロ 

朗
報
が 

 
 

世
界
に
響
く 

基
地
不

要 

 

進
次 

「
基
地
ノ
ー
」
の

県
民
の
意
思
は
固
い
。
歴
史

的
勝
利
！
地
元
紙
は
大
き
く

報
じ
た
。
金
で
人
の
心
を
奪

う
石
破
自
民
党
幹
事
長
の
買

収
発
言
は
ひ
ど
か
っ
た
。
こ

ん
な
振
る
舞
い
に
怒
り
は
増

幅
さ
れ
た
ね
。
市
長
選
後

「
基
地
は
政
府
が
決
め
る
」

と
い
う
民
意
無
視
の
閣
僚
発

言
も
あ
っ
た
。
市
民
や
地
方

自
治
体
は
黙
っ
て
政
府
に
従

え
と
い
う
民
主
主
義
否
定

だ
。
辺
野
古
の
埋
立
て
工
事

の
「
入
札
公
告
」
は
横
暴
な

や
り
方
だ
。 

 

守
助 

世
界
の
目
が
沖
縄

に
集
ま
り
始
め
た
。
世
界
の

著
名
人
２
９
人
が
連
名
で

「
辺
野
古
基
地
建
設
反
対
・

平
和
と
尊
厳
、
人
権
と
環
境

保
護
、
沖
縄
人
民
支
持
」
を

声
明
、
映
画
監
督
オ
リ
バ
ー

ス
ト
ン
氏
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
の
マ
イ
レ
ー
ド
・
マ
グ
ワ

ィ
ア
氏
、
平
和
学
の
ヨ
ハ

ン
・
ガ
ル
ト
ウ
ン
グ
氏
な
ど

賛
同
者
が
１
０
０
人
以
上
に

広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
辺
野

古
基
地
発
案
者
の
ウ
エ
ッ
ブ

元
米
海
軍
長
官
・
元
上
院
議

員
か
ら
も
、
「
抑
止
力
効
果

意
味
な
し
」
「
県
民
の
意
向

重
視
」
な
ど
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
県
民
の
結
束
、
名
護
市

長
当
選
の
波
紋
は
国
際
的
に

広
が
っ
て
き
た
。 

日
本
国
憲
法 

  新聞ＯＢ 

｢九条の会｣ 

２０２４年４月１９日  第１４4 号 

号 東京都文京区本郷 2 丁目１７番１７号 井門本郷ビル６Ｆ 

新聞労連気付 TEL 03(5842)2201 FAX 03（5842）2250 

(郵便振替口座）新聞 OB「九条の会」00130-０- 334661 

〒113- 

0033 

 

「
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
」
を
永
久
に
放

棄 

す
る
と
定
め
て
い
ま
す
。
平
和
主
義
、
立
憲
主
義
が

危
機
に
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
侵
攻
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ

ザ
へ
の
攻
撃
は
停
戦
へ
の
動
き
も
不
透
明
の
ま
ま
泥
沼

化
し
て
い
ま
す
。 

 

今
こ
そ
、
改
憲
へ
の
策
動
を
許
さ
ず
、
自
民
党
政
治
に

終
止
符
を
！ 

平
和
！ 

い
の
ち
！ 

く
ら
し
！
を
勝

ち
取
り
ま
し
ょ
う
。
大
勢
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

事
務
局
長 

山
口 

文
昭 

  

・ 

 

憲
法
施
行
か
ら
77
年
、
有
明
防
災
公
園
に
お
い
て
「
武

力
で
平
和
は
つ
く
れ
な
い
！ 

と
り
も
ど
そ
う
憲
法
い
か

す
政
治
を 

「
５
・
３
憲
法
大
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す(

左

図)

。 

 

今
、
岸
田
首
相
は
自
分
の
任
期
中
で
の
改
憲
を
声
だ
か

に
叫
ん
で
い
ま
す
。
防
衛
費
を
増
大
し
、
敵
基
地
攻
撃
能
力

の
保
有
を
は
じ
め
南
西
諸
島
へ
の
ミ
サ
イ
ル
配
備
、
辺
野

古
で
は
沖
縄
の
民
意
を
踏
み
に
じ
り
基
地
建
設
を
強
行

し
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り
へ
と
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。
大
戦

の
反
省
か
ら
生
ま
れ
た
憲
法
９
条
は
「
戦
争
の
放
棄
」
と

憲
法
大
集
会

  

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
●10時開会 

●代々木公園 

●舞台に向って左側前方、新聞 

労連、東京地連と新聞ＯＢ会 

の旗が目印です。 

九
条
の
会
東
京
連
絡
会
が
講
演
会 

第１４４号                     新聞 OB「九条の会」    ２０２４年４月１９日  （２） ・ 
声をあげれば日本は変わる 

・ 

岸
田
首
相
は
自
身
の
任

期
中
で
の
改
憲
へ
の
意
欲

を
示
し
、
戦
争
へ
の
道
を
突

き
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し

た
中
、
４
月
５
日
、
九
条
の

会
東
京
連
絡
会
は
「
選
挙
イ

ャ
ー
の
24
年
と
岸
田
改
憲

の
行
方
」
と
題
し
、
高
田
健

さ
ん(

九
条
の
会
事
務
局)

を
講
師
に
、
池
袋
と
し
ま
区

民
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
講

小
原 

文
夫
さ
ん
（
元
読

売
）
３
月
18
日
に
死
去
さ
れ

ま
し
た
。
84
歳 

  

藤
木 

武
夫
さ
ん
（
元
朝

日
）
昨
年
12
月
に
死
去
さ
れ

ま
し
た
。
79
歳
。 

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上

げ
ま
す
。 

安
達 

富
士
雄
さ
ん
（
元
日
経
） 

５
０
０
０
円 

上
江
洲 

由
朋
さ
ん
（
元
日
経
） 

３
０
０
０
円 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

訃 

報 

カ
ン
パ
の
お
礼 

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
報
告
・
写
真=

山
口 

文

昭) 

  
 

❑ 
 

❑ 
 

❑ 

高
田
さ
ん
は
国
会
の
様

子
か
ら
語
り
始
め
ま
し
た
。 

い
ま
国
会
で
は
動
き
に

激
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

本
日
、
衆
議
院
本
会
議
で
は

経
済
安
保
法
案
が
可
決
、
通

過
し
ま
し
た
。
同
時
に
憲
法

小
原
さ
ん
ご
夫
妻
は
、
お

若
い
こ
ろ
、
箱
根
駅
伝
の
フ

ァ
ン
で
泊
り
が
け
で
応
援
に

行
っ
て
い
ま
し
た
こ
と
を
思

い
だ
し
ま
し
た
。
真
面
目
な

活
動
家
、
お
酒
大
好
き
人
間

の
方
で
し
た
ね
。
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

宇
野 

靖
之
（
元
読
売
） 

「選挙イヤーの２４年と岸田改憲の行方」 
 

憲
法
審
査
会
で
議
論
さ
れ
て
い
る
も
の  

今
年
は
最
大
の
選
挙
イ
ヤ
ー 

思
い
出 

 

５・１メーデーに 
参加しましょう 

 

九
条
美
術
展
へ
ど
う
ぞ 

宇
野 

靖
之
（
元
読
売
） 

 

審
査
会
が
久
し
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
自
民
党
委
員
に
は
パ

ー
テ
ィ
ー
券
裏
金
問
題
に
か
ら

む
人
も
い
ま
す
が
、
立
憲
民
主
党

の
泉
健
太
代
表
は
「
汚
れ
た
手
で

憲
法
汚
す
な
」
と
訴
え
て
い
ま

す
。 岸

田
首
相
は
党
内
最
大
派
閥

で
あ
る
安
倍
派
の
支
持
な
し
に

は
自
民
党
の
総
裁
に
就
任
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
し
た
。
自
身
が

所
属
す
る
宏
池
会
の
伝
統
的
な

リ
ベ
ラ
ル
派
の
立
場
を
捨
て
「
改

憲
公
約
」
で
自
民
党
の
総
裁
、
首

相
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。 

 

い
ま
自
民
党
内
で
は
裏
金
問

題
で
派
閥
の
解
消
な
ど
大
騒
動

と
な
っ
て
い
ま
す
。
処
分
な
ど

で
切
り
抜
け
よ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
実
態
解
明
に
は
背
を
向

け
国
民
か
ら
の
支
持
率
は
、
１

割
～
２
割
台
と
最
低
を
記
録
し

て
い
ま
す
。
も
は
や
政
権
と
し

て
は
末
期
症
状
で
す
。 

岸
田
首
相
は
な
ん
と
し
て
も

自
民
党
政
権
を
維
持
す
る
た
め

「
改
憲
」
に
暴
走
、
さ
ら
に
は
岩

盤
支
持
層
を
つ
な
ぎ
止
め
よ
う

と
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
打

開
と
い
う
奇
策
に
で
て
い
ま

す
。 

 

 

こ
れ
ま
で
、
国
会
審
議
の
中
心

は
「
議
員
の
任
期
延
長
問
題
」
か

ら
「
緊
急
事
態
条
項
」
に
関
し
て

の
み
行
わ
れ
「
改
憲
原
案
作
成
の

作
業
部
会
」
を
作
ろ
う
と
い
う
の

は
ご
ま
か
し
で
あ
り
「
緊
急
政

令
」
「
一
部
に
人
権
が
制
限
さ
れ

る
」
な
ど
多
く
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。 

「
国
会
が
開
か
れ
て
い
な
い
時

こ
そ
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
議

論
す
る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い

か
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

 

い
ま
世
界
で
は
１
月
の
台
湾

総
統
選
、
３
月
に
は
ロ
シ
ア
大
統

領
選
が
行
わ
れ
、
秋
に
入
り
１
１

月
に
は
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
を

控
え
て
い
ま
す
。 

国
内
で
は
国
会
解
散
・
総
選
挙

が
い
つ
に
な
る
の
か
、
様
々
な
憶

測
が
流
れ
て
い
ま
す
。
岸
田
政

権
が
誕
生
し
た
３
年
前
の
秋
に

は
「
黄
金
の
３
年
間
が
待
っ
て

い
る
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
現

状
は
「
金
権
腐
敗
の
自
民
党
政

治
」
は
大
炎
上
し
て
い
ま
す
。
島

根
、
東
京
15
区
、
長
崎
の
３
補

選
や
７
月
の
東
京
都
知
事
選
、

９
月
に
は
自
民
党
総
裁
の
任
期

満
了
が
せ
ま
っ
て
い
ま
す
。 

「
岸
田
改
憲
」
の
強
硬
は
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
岸

田
首
相
の
退
陣
も
時
間
の
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
「
改

憲
」
は
私
た
ち
の
闘
い
な
く
し

て
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。 今

こ
そ
市
民
と
野
党
が
共
闘

し
「
改
憲
反
対
の
世
論
」
の
巨

大
な
う
ね
り
の
中
で
「
戦
争
へ

の
道=

改
憲
」
を
葬
り
去
る
の
で

す
。 高

田
さ
ん
は
講
演
の
ま
と
め

と
し
て
「
戦
争
へ
の
道
を
止
め

ま
し
ょ
う
」
と
力
強
く
訴
え
ま

し
た
。 

 


